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１．はじめに

　早稲田大学図書館が2016年度に収蔵した洋書貴重書の一つに1525年バー

ゼル刊行のプリニウス『博物誌』がある（図１）。本書はプリニウス『博

物誌』としては最初にページ付けがなされた版であり、現在筆者が研究し

ているヨーロッパにおける近代的書物形式の成立と発展過程というテーマ

の中でページ付けの発展の解明にとって重要な資料とみなされるため、本

書の概要とその書誌学的な特徴について述べてみたい。

２．館蔵の1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』の書誌記述

Plinius Secundus, Gaius. Historia mundi. Basel: Johann Froben, 1525. Folio. 

[F462 27]

1r (A1), title: IOANNES FROBENIVS LECTORI S.D. | EN DAMVS | C. 

PLINII SECVNDI DI|VINVM OPVS CVI TITVLVS, HISTORIA MVNDI, 

| multo quàm antehac unquam prodijt emaculatius: id<em>q<ue> pri-

mum ex annota|tionibus eruditorum hominum, praesertim Hermolai Bar-

bari: deinde | ex collatione exemplariorum, quae hactenus opera doctorum 

no-|bis quàm fieri potuit emendatissime sunt excusa: postremo ex | fide 

uetustissimorum codicum, ex quibus non pauca restiui|mus, quae alioqui 
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nemo, quamlibet eruditus, uel depre|hendot, uel deprehendere poterat. 

Absit inuidia di|cto. Vicimus superiores omneis. Si quis hanc pal|mam no-

bis eripuerit, non illi quide<m> inuide|bimus, sed studijs publicis gratula-

bi-|mur. Bene uale lector, & fruere | Ἀγαθῇ τύχῃ. | Additus est index, in 

quo nihil desideres. | [device] | Basileae apud Io. Frobenium, Mense | Mar-

tio. An. NM. D. XXV.

Part title, 2a1r: INDEX IN VNIVER|SVM NATVRALIS HISTORIAE | C. 

PLINII OPVS, SVMMA DI=|LIGENTIA COLLECTVS. | [device] |

The first explicit and colophon, p. 671 (2K6r): C. PLINII NATVRALIS 

HISTORIAE, FINIS. | APVD INCLYTAM BASILEAM EX OFFICINA | 

IO. FROBENII MENSE MARTIO | AN. M. D. XXV.

The second explicit and colophon, 3C5r: Finis indicis in naturalis historiam 

C. Plinij | APVD INCLYTAM BASILEAM EX OFFICINA | Ioannis Fro-

benij mense Martio. Anno M.D.XXV.

Folio, A-C, a-z 2A-2C D-Z 2A-2K6, 2a-2b6 2c8 2d-2g6 2h10 3A-3C6 [$3 signed 

(+2c4, 2h5); misprinting 2G4 as ‘G4’, Kk3 as ‘KK3’]; 426 leaves, ff. [1-18], 

pp. 1-671, [1] (misnumbering 179 as ‘189’), ff. [1-72].

Contents: A1r, title; A1v, blank; A2r, Desiderius Erasmus’s letter to Stan-

islaus Thurzo, bishop of Olmütz (REVERENDISSIMO PRE|SVLI, ET 

ILLVSTRISS. PRINCIPI STANISLAO TVR|zo Olmutzensi episcopo D. 

ERASMVS ROTEROD. S. P.|) on 8 February 1525 (M. D. XXV. sexto Id. 

Februar.); A3r, A letter of C. Plinius Caecilius to Baebius Macer (C. PLINI-

VS CAECILIVS MARCO SVO S.|); A3v, A letter of C. Plinius to Gaius 

Cornelius Tacitus (C. PLINIVS TACITO SVO S.|); A4r, text of Book I; a1r 

(p. 1), text of Book II; 2K6r, Colophon; 2K6v, device; 2a1r, part title; 2a1v, 

AD LECTOREM.; 2a2r, index (INDEX IN VNIVERSVM | NATVRALIS 

HISTORIAE | C. PLINII OPVS ACCVRATE AEDITVS. | in quo Primus 

numerus librum notat, Secundus caput, Tertius lineam assigna|ta<m> 
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図１ プリニウス『博物誌』バーゼル：ヨハン・フローベン、1525年、標題紙（A1r）
早稲田大学図書館所蔵［F462-27］
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margini, Quartus faciem alteram foliorum in prolixioribus capitibus.|); 3C5r, 

second colophon; 3C5v, INDEX TERNIONVM TOTIVS OPERIS. | seven 

cols.; 3C6r, blank; 3C6v, device.

a2r, 48 lines with marginalia and headline + direction line, 263 (273) x 160 

(187) mm. Line numbers printed every ten lines in inner margin of 

pp. 1-671. Index in 3 or 4 cols. 110R, text; 87 It, index.

Ref.: VD 16 P3533.

Copy: Waseda University Library (F462-27), 370 x 245 mm. The index 

part is bound at the head of the volume. A few marginalia in Latin. MS 

in 2K6v: … Anno MDXXV | VIII Maij.

　館蔵本では、索引が先頭に製本され、2K6v の下方に所蔵者による「1525

年５月８日」の日付が手書きされている（図２）。本書の刊行が1525年３

月であることから、手書きした人物は本書の最初の所蔵者であるとみなす

ことができる。しかし、この所蔵者については現時点では明らかではない。

早稲田大学図書館の OPAC の目録は現状の状態の記述であるが、書誌学

記述ではアイデアル・コピーに基づいて記述する必要があるため、上記の

記述はアイデアル・コピーに基づいたものである。

３．著者プリニウスについて

　本書の著者プリニウス（Plinius Secumdus, Gaius, 後23/4-79）はノウム・コ

ムム（Novum Comum、北イタリアのコモ）の裕福な市民階級出身の著名な

著述家である。彼の甥も著述家でプリニウス（Plinius Caecilius Secundus, 

Gaius, 61-112）と称することから、両者を区別するために本書の著者は大プ

リニウス（Plinius Major; Pliny, the Elder）、彼の甥は小プリニウス（Plinius 

Minor; Pliny, the Younger）と呼ばれている。大プリニウスは18歳で騎士

（eques）を選択して、司令官の道を歩み、ローマに出て市民としての経験

を積んだ。そして、47年から57年にゲルマニアの軍務に就き、騎兵大隊の
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図２　早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』、 
2K6v 下部に見られる旧蔵者の書き込み
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司令官となりゲルマニア各地に駐屯した。ゲルマニアからローマにもどる

と、後に皇帝となるティトゥス（Titus Flavius Vespasianus, 在位79-81）に仕え、

62/3年には地方代官（praefectus）に昇進した。さらに、諸説あるが彼は

72-74年にヒスパニア（Hispania Tarraconensis）で財務官（procurator）の任

に就いていたようである⑴。小プリニウスは執政官マケル（Macer, Baebi-

us）宛ての書簡（Plinius Minor, III, v）の冒頭で大プリニウスの著作一覧と

その概要を掲載している。『騎兵の槍術』１巻（De iaculatione equestri 

unus）、『ポンポニウス・セクンドゥスの生涯』２巻（De uita Pomponi Se-

cundo duo）、『ゲルマニア戦記』20巻（Bellorum Germaniae uiginti）、『弁論術

学習案内』３巻（Studiosi tre）、『文法上の曖昧な表現』８巻（Dubii sermon-

is octo）、『アウフィディウス・バッスス以後の歴史』31巻（A fine Aufidi 

Bassi triginta unus）、『博物誌』37巻（Naturae historiarum triginta septem）の

７書である。そして、彼は大プリニウスが生涯にわたって一時も休まずに

寸暇を惜しんで勉強し、風呂場においてすら口述筆記をさせて、常に学問

に邁進していた姿を記している⑵。また、同じ書簡の中で、小プリニウス

は大プリニウスがパピルスの表裏に小さな文字でびっしりと書き込んだ

160巻もの抜粋帳を残したと述べている⑶。

　さらに、小プリニウスは歴史家タキトゥス（Tacitus Cornelius, Gaius, 55?-

120）の求めに応じて大プリニウスの最期について書簡に記している（Plini-

us Minor, VI, xvi）。大プリニウスは79年８月24日のウェスウィウス火山の

噴火の際に自ら船を出して友人救出に向かうが、ポンペイ南西の海岸スタ

ビアエに上陸して食事後寝入ってしまい他界したという⑷。

　大プリニウスが生涯にわたって絶え間なく続けた学問研究の成果は上記

の著作に結実したが、現存する著作は『博物誌』のみで、その他は残念な

がら散逸した。
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４．『博物誌』の印刷出版について

　『博物誌』は万物の性質や状態について書き記した百科事典として古来

読み継がれてきた。本書は全37巻からなり、第１巻はウェスパシアヌス帝

（Titus Flavius Vespasianus, 在位69-79）へ献呈した序文で始まり、２巻から

37巻までの章立てと各巻ごとの参考文献の著者の一覧からなる。1525年

バーゼル版の第１巻に基づいて本書の内容を記すと次のようになる。

　第２巻「宇宙、気象、大地」、第３-６巻「位置、種族、海、都市、港、山、

川、面積、そこに居住してきた民族」、第７巻「驚くべき姿をした種族」、

第８巻「歩行する陸棲動物の性質」、第９巻「水棲動物誌」、第10巻「鳥類

誌」、第11巻「小動物と爬虫類誌」、第12巻「樹木」、第13巻「香木と海浜

の樹木」、第14巻「ブドウ樹とワイン」、第15巻「果樹と栽培樹の性質」、

第16巻「森林樹」、第17巻「種を播き植栽された樹木の性質」、第18巻「農

業」、第19巻「亜麻の性質と驚くべきこと」、第20巻「菜園で育てられた薬」、

第21巻「花と花輪の性質」、第22巻「植物の有用性」、第23巻「粗野な樹木」、

第24巻「森林樹由来の薬」、第25巻「自生する植物の性質、植物の有用性

とその使用の起源」、第26巻「病気の種類によるその他の薬と新しい病気」、

第27巻「その他の種類の植物」、第28-30巻「動物由来の薬」、第31-32巻「水

棲動物由来の薬と水の驚異」、第33巻「金属の性質」、第34巻「青銅、鉄、鉛、

錫」、第35巻「絵画の栄誉」、第36巻「石の性質と大理石の贅沢さ」、第37

巻「宝石の起源」。

　ローマ帝国の西側の地方では古代の終焉から中世の成立に至る時代の中

で、古代文献は異教の書物とみなされて、多くの写本が修道院の奥にしま

い込まれて忘れられ、あるいは失われていったが⑸、プリニウス『博物誌』

は他のいくつかのローマの文献とともに忘れ去られることなく古典として

生き延びた。

　15世紀中葉に活版印刷術が発明されると、『博物誌』は比較的早くから

印刷されて流布した。初版は1469年でヴェネツィアのヨハン・フォン・
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シュパイアー（Johann von Speyer）によって印刷された（ISTC ip00786000）。

翌年にはローマのシュヴァインハイムとパンナルツ（Sweynheym, Conradus 

and Pannartz, Arnoldus）がヨハネス・アンドレアス（Johannes Andreas）に

よる編集版を刊行した（ISTC ip00787000）。1476年には人文主義者フィリッ

ポ・ベロアルド（父）（Beroaldo, Filippo, 1453-1505）が最初の校訂版をパルマ

のコラルス（Corallus, Stephanus）から刊行した（ISTC ip00792000）。その後

ベロアルド版がパルマとヴェネツィアで５版刊行された。1496年にはブ

レッシアの人文主義者ジョヴァンニ・ブリタンニコ（Britannico, Giovanni, 

1518没）による校訂版が彼の父ジャコモ（Britannico, Giacomo, 1506没）の印

刷所から刊行され（ISTC ip00797000）、翌年には人文主義者エルモラオ・バ

ルバロ（Barbaro, Ermolao, 1453-93）による校訂版がヴェネツィアのベナリ

ウス（Benalius, Bernardinus）から刊行された（ISTC ip00799000）。15世紀中

にラテン語版14版、フィレンツェの人文主義者クリストフォロ・ラン

ディーノ（Landino, Cristoforo, 1425-1498）によるイタリア語訳が３版刊行さ

れた（初版はヴェネツィア、1476年：ISTC ip00801000）⑹。

　16世紀に入ると『博物誌』はイタリアばかりでなく、ドイツ、フランス

でも全巻あるいは部分が印刷出版されて大いに流布された。1507年ヴェネ

ツィア版の校訂はパドヴァ大学の解剖学者ベネデッティ（Benedetti, Ales-

sandro, 1512没）が行い（EDIT 15 CNCE 29657）、1514年ウィーン版は修道僧

カメルス（Camers, Johannes, 1448-1546）の手になるものであった（VD 16 P 

3526）。また、1524年のケルン版は人文主義者カエサリウス（Caesarius, Jo-

hann, 1468頃-1550）により校訂され（VD 16 P 3531）、1525年のバーゼル版は

エラスムス（Erasmus, Desiderius, 1466-1536）によるものであった（上記の書

誌記述参照）。さらに、1535年のバーゼル版はジグムント・ゲレン（Gelen, 

Sigmund, 1497-1554）によるものである（VD 16 P3537）。このように『博物誌』

は各地で校訂が行われて普及していった。USTC によれば、『博物誌』は

16世紀中に単独で刊行された全巻、一部分、翻訳が159版ある。そのうち

パリで55版、リヨンで28版、ヴェネツィアで23版、フランクフルト・アム・
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マインで９版、バーゼルで８版刊行された。言語別ではラテン語120版、

フランス語訳22版、イタリア語訳11版、ドイツ語訳５版、スペイン語訳１

版である⑺。

５．  1525年バーゼル版『博物誌』の印刷出版者フローベンに 
ついて

　1525年バーゼル版『博物誌』は16世紀前半のバーゼルで最も有力な印刷

家であったヨハン・フローベン（Froben, Johann, 1460頃-1527）が1525年３月

に刊行したものである。フローベンはニュルンベルクのアントン・コーベ

ルガー（Koberger, Anton, 1440/45-1513）のもとで修業した後にバーゼルへ

移り、1490年に印刷所を開設して、翌年八折判の聖書（ISTC ib00592000）

を刊行して、印刷業をスタートさせた。彼はバーゼルの印刷業者ペトリ

（Petri, Johann, 1441-1511）やバーゼル最大の印刷所を経営したアマーバッハ

（Amerbach, Johann, 1441頃-1513）と共同出版を行ってバーゼルの印刷業を大

いに発展させた。フローベンはコーベルガーに倣って当初は聖書、神学書、

教会法書等を主力商品として印刷所を経営した。1513年にアマーバッハが

亡くなるとフローベンはアマーバッハの印刷所を継承して、バーゼル印刷

業界の中心的な存在になった。フローベンのもとには人文主義者ベアトゥ

ス・レナヌス（Rhenanus, Beatus, 1485-1547）や後にバーゼルの宗教改革者

となるヨハネス・エコランパディウス（Ökolampadius, Johannes, 1482-1531）、

上記のジグムント・ゲレン等が集まり、編集・校正を行った。そして、画

家のホルバイン父子（Holbein, Hans, 父1460-1524, 子1497-1543）が木版の挿絵

や標題紙を装飾するボーダーを提供した。

　フローベンはヴェネツィアの学匠印刷家アルド・マヌーツィオ（Manuzio, 

Aldo, 1450頃-1515）の影響を受けて人文主義書を刊行するようになった。そ

のきっかけは、彼が1513年にエラスムスの主著『格言集 Adagia』（VD 16 

E 1931）を、アルド・マヌーツィオが1508年に刊行した増補版『格言集』
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に基づいて刊行したことである。この出版は著者エラスムスに無断で行わ

れたものであった⑻。エラスムスはアルド版『格言集』のさらなる改訂増

補版をパリのジョス・バード（Bade, Josse, 1461/62-1535）から刊行しようと

していた矢先であった。著作権という考え方がなかった当時はこのような

海賊版の出版は日常茶飯事であった。エラスムスはこの機会にバーゼルで

改訂増補した『格言集』を上梓しようと考えて1514年にバーゼルに赴き、

1515年にフローベン印刷所から『格言集』改訂増補版を刊行した（VD 16 

E 1933）。バードの印刷所ではなくフローベンから刊行するに至った経緯

にはエラスムス自身の誤解があったとも言われている⑼。格言の数は、

1513年フローベン版が依拠した1508年アルド版において3,260件であった

が⑽、1515年フローベン版では3,400件に増補されている。また、1513年版

の本文が249葉（498ページ分）であり、1515年版の本文が634ページである

ことから、ページ数換算で130ページほど増加していた。

　1515年にフローベンは『格言集』を再版したばかりか（VD 16 E 1934）、

エラスムスが校訂した古代ローマの哲学者セネカ（Seneca, Lucius Annaeus, 

前５頃-後65）の『クラウディウス・カエサルの死 De morte Claudij Caesal-

is』（VD 16 S 5804）と『セネカ全集 Lucij Annaei Senecae sanctissimi phi-

losophi lucbrationes omnes』（VD 16 S 5758）、さらにエラスムスの他の著

作２点（VD 16 E 2544, S3132）を刊行した。しかも、それらのうち『格言集』

の２版と『セネカ全書』はバーゼル最初のページ付け本であった。翌16年

にもフローベンはエラスムスの編著を５書刊行している。その中には校訂

本『ギリシア語新約聖書 Novum Instrumentum』（初版）（VD 16 B 4196）

および『聖ヒエロニュムス全集 Omnium operarum Divi Eusebii Hierony-

mi Stridonensis』（VD 16 H3482）が含まれている。『ギリシア語新約聖書』

にもページ付けが行われた。

　本稿「８．フローベンのページ付け本」で詳述するが、ページ付け印刷

本を史上最初に刊行したのはアルド・マヌーツィオであり、アルドの次に

ページ付け本を1514年に刊行したのはフィレンツェのフィリッポ・ジュン
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タ（Giunta, Filippo, 1450/56頃-1517）である。ジュンタに続いて1515年にペー

ジ付け本を刊行したのがバーゼルのフローベンであった。フローベンはそ

の後ページ付け本を積極的に刊行するようになり、バーゼルにおけるペー

ジ付け本普及の中心的な役割を果たした。したがって、フローベンによる

ページ付け本は書誌学上でも、書物発達の歴史においても非常に重要であ

る。

　こうして、フローベンとエラスムスの関係は極めて密接になり、それ以

降フローベンはエラスムスの著作の出版人の役割を果たすようになった。

フローベンは共同出版も含めて生涯に360版の書物を刊行した。そのうち

エラスムスの著書、訳書、校訂本、あるいはエラスムスが何らかの形で関

与した書物は211版あり、フローベン刊行書全体の58.6％を占めている。

一方、エラスムスの論敵となったルターの著作の出版はわずか４点にすぎ

ない。宗教改革が始まるとルターの著作はドイツ各地で一斉に印刷されて

飛ぶように売れた。ドイツ語圏のバーゼルでもルターの著作が1527年まで

に156版も刊行されていたことを考慮すると、フローベンがいかにエラス

ムスの著作を世に送り出すことに尽力していたかがよくわかる。

６．1525年バーゼル版『博物誌』の校訂者エラスムス

　1525年バーゼル版『博物誌』はエラスムスによる校訂であった。エラス

ムスはロッテルダム出身で、ネーデルラントの僧院で若き日をすごした後、

1499-1500年にイングランド、1500-01年パリとオルレアン、1501-04年ネー

デルラント、1504-05年パリ、1506-09年イタリア、1509-14年再びイングラ

ンドと遍歴して学問を深めた⑾。とりわけ、1508年に９か月にわたって滞

在したヴェネツィアのアルド・マヌーツィオの工房ではアルドが所蔵する

ギリシア語資料を参照しながら『格言集』のテキストの改訂増補を行い、

索引の編集にも取り組んだ。そればかりでなく、その時アルドの工房で刊

行されたページ付け本をエラスムスは実見していたはずであり、さらに当
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時印刷中であったページ付け本も見ていた可能性が大きい。

　前節で述べたように、エラスムスは1514年８月にバーゼルに赴き、フ

ローベンの工房に滞在し、『格言集』のさらなる改訂増補版を編集してフ

ローベンから刊行した。さらに、かつてルーヴェン近郊の修道院で見つけ

た人文主義者ロレンツォ・ヴァッラ（Valla, Lorenzo, 1407-57）の新約聖書注

釈の写本に大きな刺激を受けて、『ギリシア語新約聖書』の校訂を完成さ

せようとしていた。エラスムスはバーゼルで集めたギリシア語新約聖書写

本に基づいて新約聖書を校訂し、そのラテン語対訳を付けた『ギリシア語

新約聖書』を1516年にフローベンから上梓した。エラスムスは当初この

『ギリシア語新約聖書』をアルド印刷所から刊行しようと考えていたとい

う⑿。エラスムスはフローベンの工房のレナヌスやエコパンパディウスと

すぐに親しくなり、また桂冠詩人のグラレアン（Glarean, Heinrich, 1488-

1563）、神学者のカピト（Capito, Wolfgang Faber, 1478頃-1541）やヘディオ

（Caspar, Hedio, 1494-1552）等とも知り合って、彼らのサークルの中心的な

存在となった⒀。グラレアンを通じてエラスムスはバーゼルで研究を続け

ていたツヴィングリ（Zwingli, Huldrych, 1481-1531）とも知り合いになった⒁。

エラスムスは彼らの中でも特にレナヌスと親しくなり、以降レナヌスはエ

ラスムスの著書、訳書、校訂本の編集者として才能を発揮した。

　エラスムスは1516年５月までバーゼルに滞在した後⒂、ライン川を下っ

てフランクフルトを経由してネーデルラント南部に向かい、1517年７月に

ルーヴェン大学神学部に職を得た。そして、1518年５月に再びバーゼルを

訪問して、『ギリシア語新約聖書』第２版改訂版と『キリスト教兵士の手

引き Enchiridion militis christiani』新版の準備を行った⒃。その間にもエ

ラスムスの著作は初版、再版を含めてヨーロッパ各地の印刷所から続々と

刊行された。

　1517年にルター（Luther, Martin, 1483-1546）がローマ・カトリック教会の

贖宥状の販売に反対を唱えて95か条の提題をヴィッテンベルクで発表する

と、当初はエラスムスもルターの主張を支持したが、ルターの過激な行動
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を容認できなかったエラスムスはルターに対する態度を曖昧にしたため、

彼はルターとの論争に巻き込まれていった。教皇からルター取り締まりの

勅書を受け取ったルーヴェン大学は反ルターの立場を鮮明にしたため、ル

ターに影響を与えた異端者とみなされるようになったエラスムスもこの地

に留まることが許されなくなった⒄。1521年にバーゼルに逃避して、フロー

ベンの庇護のもとでバーゼルに居を定めた。VD 16によれば、1521年から

彼がバーゼルを去ってフライブルク・イム・ブライスガウに転居した1529

年までの間にフローベン印刷所（フローベンは1527年に亡くなり、後継者が印

刷所を経営していた）から刊行されたエラスムスの著書、校訂本、訳書は初

版・再版を含めて145版に上るが、そのうち87版が初版であった⒅。フロー

ベン印刷所がエラスムスの旺盛な執筆活動を支えていたことがよくわかる。

　エラスムスは自身の著作の執筆と同時に、ギリシア・ローマの古典から

新約聖書、初期教父の著作集、15世紀の人文主義者さらには友人のトマ

ス・モア（More, Thomas, 1478-1535）の著作に至るまで54種の著者およびタ

イトルの書物の校訂・翻訳を行った⒆。このような研究活動の一環として

1525年版プリニウス『博物誌』も位置づけられる。エラスムスはフローベ

ンの印刷所をしばしば訪れて自身の著作に関して印刷技術面にも関わり、

直接監督したという⒇。

７．1525年バーゼル版『博物誌』の構成

　1525年バーゼル版『博物誌』の標題紙（A1r）の最初の２行“IOANNES 

FROBENIVS LECTORI S.D. | EN DAMVS”はこの時代の書名の常套句で、

「読者の皆様ヨハン・フローベンがご挨拶申し上げます。さあ、提供しま

しょう」という呼びかけである。続く３-４行目に本書の著者名と書名が

次のように記されている。“C. PLINII SECVNDI DI|VINVM OPVS CVI 

TITVTVS, HISTORIA MVNDI”（以下略）（世界誌という書名の C. プリニウ

ス・セクンドゥスの素晴らしい作品、⋮）とある。つまり、本書は『博物誌
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Historia naturalis』と呼びならわされているが、エラスムス版では『世界

誌 Historia mundi』という書名が採用されている。続く11行で本書の成り

立ちを説明している。特にバルバロ校訂版を強調していることから、エラ

スムスはその版を最も参考にしたことは明らかである。そして、“Additus 

est index, in quo nihil desideres.”（追加は何の不足もない索引です。）として

索引付きであることを明記している。その下にはフローベン印刷所の商標

が置かれ、さらにその下に“Basileae apud Io. Frobenium, Mense | Mar-

tio. An. M.D. XXV.”（バーゼルのヨハン・フローベンにて、1525年３月）とあ

る（図１参照）。つまり、この標題紙には著者名、書名、出版地、出版者名、

出版年が明記されており、近代的な標題紙の要素が盛り込まれている。

　続いて、序文（A2r）ではエラスムスがオルミュツ（現チェコ東部のオモロ

ウツ）の司教トゥルゾ（Thurzo, Stanislaus, bishop of Olmütz, 1540没）に献辞

を捧げて、『博物誌』校訂の経緯を説明している（図３）。このように序文

で個人名を挙げて顕彰する場合は、それは出版を許可した人物、出版に出

資した人物、出版を支援した人物である場合が一般的であるが、本書の場

合は、エラスムスによるトゥルゾへの返礼であった。スタニスラウス・トゥ

ルゾはボヘミアの大実業家ヨハネス・トゥルゾ（Thurzo, Johannes, 1437-

1508）の長子で、クラクフ大学に学び、モラヴィアのオロモウツ司教になっ

た人物である。彼はポーランド、ハンガリー、シレジアの学者たちのサー

クルに仲間入りし、そしてハンガリーのブダで人文主義者ヤーコプ・ピー

ゾ（Piso, Jacob, 1527没）が主宰していたエラスムス心酔者たちのサークル

の一員となった。そこでピーゾを通じてエラスムスの庇護者の一人である

ウルシヌス・ウェリウス（Ursinus Velius, Kaspar, 1493-1539）と知り合った。

エラスムスが1521年にバーゼルへ転居すると、トゥルゾはウルシヌス・

ウェリウスを通じて贈り物をエラスムスに送った。その返礼として、エラ

スムスは本書の序文でトゥルゾに献辞を捧げて感謝の気持ちを伝えたので

ある21。

　続いて、本稿「３．著者プリニウスについて」で言及した小プリニウス
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図３ 早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』 
A2r：エラスムスがスタニスラウス・トゥルゾに献辞を捧げた序文
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による２通の書簡が引用されている。最初の書簡が執政官バエビウス・マ

ケルに宛てたもので、大プリニウスの著作一覧と彼の大変真摯な学問的な

態度について述べたものである（第３巻第５書簡）22。２番目の書簡は上述

したように歴史家タキトゥスに宛てたもので、大プリニウスの最期の様子

を伝えるものである（第６巻第16書簡）23。これら２書簡は大プリニウスの

生涯を語るうえで最も重要な史料であるため、それまでもしばしば引用さ

れてきた。1481年にパルマで刊行されたベロアルド校訂版『博物誌』の序

文に引用されている（ISTC ip00793000）。1496年ブレッシアで刊行されたブ

リタンニコ版にも同様に引用され（ISTC ip00797000）、1498年ヴェネツィア

刊行のバルバロ版にも掲載されている（ISTC ip00799000）。つまり、小プリ

ニウスのこれら２書簡は『博物誌』の序文に掲載されることが通例であっ

たことになり、本書の序文にこれら２書簡が引用されたことは何ら不思議

ではない。

　次に A5r から始まる第１巻にはページ付けが行われていないが、a1r か

ら始まる第２巻から第37巻までは一貫してページ付けが行われている（図

４）。ページ番号の誤植は p. 179の１か所のみで「189」となっている。こ

のように誤植が少ないのはページ付けの印刷に慣れており、校正をかなり

しっかりと行ったことを物語っている。また、第２巻から第37巻までの全

ページののど
4 4

側余白に10行ごとに行番号が付与されている。ページと行番

号付けは巻末の索引のために付与されたと考えられよう。

　2K6r（p. 671）の末尾に第１番目のコロフォンが置かれ、「有名なバーゼ

ルのヨハン・フローベン工房から、1525年３月」と記されている。（図５）。

　2a1r から始まる索引のタイトルは“INDEX IN VNIVERSVM NAT-

VRALIS HISTORIAE”（博物誌の全体的なる索引）と示され、巻頭のタイト

ルと異なっている（図６）。2a1v には“AD LECTOREM”（読者へ）があり、

索引について説明している。索引は２つの部分からなり、第１部が天、動

物、植物、草木、疾患、金属、石、宝石に関する語彙索引である。第２部

が追加の索引で、その第１番目がギリシア・ローマ、バルバロイの神、英
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図４　早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』 
a1r（p. 1）：『博物誌』第２巻の冒頭ページ
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図５ 早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』 
2K6r（p. 671）：本文末尾に最初のコロフォンが印刷されている。
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図６ 早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』 
2a1r：索引の標題紙
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雄、その他傑出した人物の索引で、２番目が「地方、山、岬、森林、泉、湖、

川、海、島、町、民族、大陸」という地理学索引である。さらに、「最初

の数字が巻（libri）、２番目が章（capitis）、３番目が行（versum）を示し、

章が示されない場合は章のあるページ（paginae）である。例えば、36巻26

章の“abaculos”を捜すと、章のない652面（faciei）の４行目に求められる。」

と説明している（図７）。

　2a2r から上記の第１部の用語索引で、最初に索引の数字が再び説明され

ている。「１番目の数字は巻を示し、２番目は章、３番目はマージンに指

示された行（lineam）、４番目は長くなった章では葉の一方の面（faciem 

alteram foliorum）を示している。」索引は３欄組である（図８）。2h4v から

第２部の追加の索引の１番目で人名索引である。そして、3A1r から第２

部の追加の索引の２番目の地理学索引となる。ここから４欄組となる。
3C5v は７欄組でキャッチワードの一覧である。

　本書を編集したレナヌスは第２巻から最後の37巻までに丁寧にページ付

けを行い、各ページに行番号を10行ごとに付与した。しかし、索引ではそ

れぞれの語彙の位置は基本的に巻、章、行で示され、章の番号が示されて

いないページに限ってページ番号を副次的に使用している。レナヌスはな

ぜ単純にページと行の番号で示さなかったのであろうか。

８．フローベンのページ付け本について

　史上最初のページ付け印刷本はヴェネツィアのアルド・マヌーツィオが

1499年に刊行したペロッティ（Perotti, Niccolò, 1429/30-80）『豊穣の角 Cor-

nucopiae』（ISTC ip00296000）である24。筆者の調査によれば、アルドは

1514年までに17書のページ付け本を刊行した。アルドに続いてページ付け

本を刊行したのはフィレンツェのフィリッポ・ジュンタ（Giunta, Filippo, 

1518没）である。彼は、アルド版クリュソロラス（Chrysoloras, Manuel, 1350

頃-1415）『ギリシア語文法 Erotemata Chrysolorae』（1512年刊行）（EDIT 16 
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図７ 早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』 
2a1v：「読者へ」
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図８ 早稲田大学図書館所蔵1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』 
2a2r：索引第１部の冒頭
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CNCE 12129）を基にして『簡略ギリシア語文法 Encheiridion grammatikes 

eisagoges』（EDIT 16 CNCE 67886）をページ付け本として1514年に刊行した。

ジュンタの次にページ付け本を刊行したのがバーゼルのヨハン・フローベ

ンである。彼は16世紀前半においてページ付け本の発展に最も貢献した人

物の一人である25。上述のように、フローベンは1515年にエラスムス『格

言集』の２つの版とエラスムス編集の『セネカ全集』をページ付け本とし

て刊行した。ページ付けについては、ヴェネツィアのアルドの工房でペー

ジ付け本を見ていたエラスムスがフローベンの工房にもたらしたものと言

われている26。フローベン印刷所では1515年からフローベン自身が亡くな

る1527年までに刊行した328版のうち54.27% にあたる178版がページ付け

本であった。それらのほとんどはギリシア・ローマ古典、初期教父の著作、

エラスムスを含む同時代の人文主義者の著作である。中でもエラスムスの

著作は178版のうち91版（51.1%）を占めている。しかもこの数字には『博

物誌』のような校訂本や翻訳書等は含まれていない。フローベン印刷所が

意図的にページ付けを人文主義書、特にエラスムスの著書、編書、訳書に

行っていたことは明らかであり、そこにはエラスムスの意図があったとみ

るべきであろう27。

　それでは、本書『博物誌』に見られるような索引の編集方法はフローベ

ンが出版した他のページ付け本にもみられるのであろうか。フローベンが

刊行したページ付け本の索引ではアルファベット順の語彙にページ番号の

みを示す例が多い。現時点で確認できる資料として1515年刊行のエラスム

ス『格言集』（VD 16 E 1933）、1518年刊行のエラスムス『格言集』（VD 16 

E 1935）、同年刊のポリツィアーノ（Poliziano, Angelo, 1454-94）『詩集 Syl-

va』（VD 16 P 4002）とエラスムス編『ローマ皇帝伝』（VD 16 E 3645）、

1519年刊のタキトゥス『歴史 Historia』（VD 16 T 12）等がある。1519年刊

の『ギリシア語新約聖書 Novum Testamentum』第２版（VD 16 B 4197）

の語彙索引では、ページ番号の後に p. (in principio)、m. (in medio)、f. (in 

fine) という略語を付してページの上部、中部、下部を明示している。
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1521年刊のキュプリアヌス（Cyprianus, Thascius Caecilius, 200頃-258）『著作

集 Opera』（VD 16 C 6509）の索引の説明（Z1r）では“alteram folioru<m> 

faciem indica<n>do.”（葉の一方の面を示している）という言葉があり、『博

物誌』と同様な説明をしている。また、1522年刊の『ギリシア語新約聖書』

（VD 16 B 4198）では章番号とページ番号をセットで示している。このよう

にフローベン印刷所では索引編集にいくつかの工夫を加えていたが、語彙

の箇所をページ番号で示す索引が多く、行番号を加えてより精密に示した

ものはなかった。

　ところが、バーゼルからも遠くないライン川流域の都市であるハーゲナ

ウ（アゲノー）でアントン・コーベルガーの甥のヨハン・コーベルガー

（Koberger, Johann, 1543没）とルーカス・アラントゼー（Alantsee, Lukas）が

1518年に刊行したバルバロ版『博物誌』（VD 16 P 3528）には葉番号（folia-

tion）と行番号が付与されていた。しかしながら、索引では語彙の箇所を巻、

章、行番号の順で示しながら、葉番号を利用しなかった。この例をヒント

に、編集者レナヌスは1525年版『博物誌』の索引をさらに使いやすくする

ために、巻、章、行番号、およびページ番号を用いたのではないだろうか。

『博物誌』は各巻と章が比較的短いため、それらを優先して行番号を加え

れば語彙の位置を十分に指示できると考えて、ページ番号を副次的に扱っ

たとみなされる。そのためページ番号と行番号で示す方法は採用されな

かったのではなかろうか。

　ページ番号と行番号で語彙の箇所を示す単純な方法は最初のページ付け

本である1499年アルド版ペロッティ『豊穣の角』で採用されている。それ

故、レナヌスの試みは決して合理的ではないが、『博物誌』に即した工夫

の現れとみなすべきであろう。また、フローベン印刷所では「ページ」と

いう新しい概念に対して、すでに1516年刊行の『ギリシア語新約聖書』初

版の正誤表（2F7r-v）の中で“Pagina, Pag. Pa.”という単語を用いて「ペー

ジ」を示しているが、その後も“facies altera foliorum”という言葉を用

いており、“pagina”が近代的な「ページ」を意味する言葉としてまだ十
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分に定着していなかったことをうかがわせる。

９．おわりに

　上記のように、館蔵の1525年バーゼル版プリニウス『博物誌』は、バー

ゼルに居住していたエラスムスが校訂し、ベアトゥス・レナヌスが編集に

あたり、ヨハン・フローベンが印刷出版したバーゼルでの初版本である。

本書の巻頭の書名は“Historia mundi”となり、索引の標題は“Naturalis 

historia”となり、二種類の標題をもっている。標題紙には書名、印刷地、

印刷者、印刷年が明記されている。また、『博物誌』としては初めてペー

ジ付けが行われた版である。そして、索引では語彙の箇所が巻、章、行お

よびページ番号で示されていた。すなわち、本書は標題紙、序文、本文、

ページ付け、独自の工夫をした索引を備える近代的な書物形式の要素を整

えていた版であるということができよう。

　ページ付けは15世紀末にアルド・マヌーツィオによって考案された。

「ページ」という概念がまだなかったため、アルドは「ページ」を意味す

る言葉として“semipagina”（１葉の半分）を用いた28。その後、フローベ

ン印刷所はアルドとエラスムスの影響で人文主義書の印刷を行って、すぐ

にページ付けを採用した。そこでは“Pagina”という言葉を「ページ」の

意味に使っていたが、一方で“facies altera foliorum”という表現をなお

も使用して「ページ」の意味を説明する必要があった。そのことから、

1525年においても「ページ」の概念はまだ十分に定着していなかったとみ

なすことができる。

　一方、1525年版『博物誌』の編集者であるレナヌスは、この版に基づい

て第１巻序文、第７巻、８巻、10巻、14巻に詳細な注釈を施す注釈書（VD 

16 R 2062）を1526年に直ちに刊行して、編集に携わった学者として『博物

誌』の研究成果を示した。

　1527年にヨハン・フローベンが亡くなると、彼の友人でフローベンの未
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亡人ゲルトルデ（Lachner, Gertrude）を娶ったヨハン・ヘアヴァーゲン（父）

（Herwagen, Johann, 1497-1557/59）とフローベンの長子ヒエロニュムス（Fro-

ben, Hieronymus, 1501-63）、彼の姉妹を娶った義兄弟のエピスコピウス（Epis-

copius, Nikolaus, 1501-1563）が印刷所を後継した。1531年にヒエロニュムス

とエピスコピウス（Episcopius, Nikolaus, 1501-1563）はヘアヴァーゲンと別

れて共同で印刷所の経営に乗り出した。このように継承されたフローベン

印刷所はプリニウス『博物誌』（二折判）を1530年（VD 16 P3534）、31年（VD 

16 P 3535）、35年（VD 16 P 3537）、39年（VD 16 P 3540）、45年（VD 16 P 

3542）、49年（VD 16 P 3543）、55年（VD 16 P 3545）に刊行している。これ

らのうち31年版を除いてその他はいずれもエラスムス版を基にゲレンが再

校訂したもので、ほとんどが序文と第１巻が18葉、第２巻から37巻までの

本文が671ページで構成されている。しかし、索引は1525年版とは大きく

変わっている。語彙の位置がページ番号と行番号で示されている。つまり、

レナヌスが行った索引の工夫は後継者には踏襲されず、より単純で合理的

な方法に作り替えられたのである。

　以上のように、フローベン印刷所がページ付けを率先して行ったことに

より、バーゼルの他の印刷業者もページ付け本の刊行を積極的に進めた。

1518年からはクラタンデル（Cratander, Andreas）が参入し、19年にはペト

リ（Petri, Adam）、20年にゲンゲンバッハ（Gengenbach, Pamphilus）、22年に

クリオ（Curio, Valentin）、23年にベベル（Bebel, Johann）、24年にヴォルフ

（Wolff, Thomas）と続き、1529年にはバーゼルで１年間に刊行される印刷

本の50％以上をページ付け本が占めるまでになった。その後1555年には

ページ付け本が91.26％に達している。バーゼルのページ付けはその後ケ

ルンやリヨンに波及して、書物の近代的な形式を整えることに大いに貢献

したのである。
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